
1977年以前出上の木簡

2  1

一
九
七
七
年
以
前
出
土
の
木
簡

（二
五
）

奈
良
・坂
田
寺
跡

所
在
地
　
　
　
一
・
一
一　
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
祝
戸

。
阪
田

調
査
期
間
　
　
一　
第

一
次
調
査
　
一
九
七
二
年
（昭
４７
）八
月
―

一
〇
月

一
一　
第
二
次
調
査
　
一
九
七
四
年

一
月
１
四
月

発
掘
機
関
　
　
一　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

一
一　
同
飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者

一　
代
表
　
坪
井
清
足

一
一　
代
表
　
横
山
浩

一

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
飛
鳥
時
代

―
平
安
時
代

山
　

　

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

討　
の概
要

く
　

今
回
報
告
す
る
第

一
次

。
第

二
次
調
査
は
、　
一
〇
次
以
上
に
わ
た
る
発
掘
調
査
の
う
ち
最
初
期
に
行
な
わ
れ

た
も
の
で
、
後
の
調
査
で
判
明
し
た
北
面
回
廊
の
北
方
に
位
置
す
る
。
第

一
次

調
査
は
東
西
ニ
カ
所
の
調
査
区
を
、
第
二
次
調
査
は
南
北
三
カ
所
の
調
査
区
を

そ
れ
ぞ
れ
設
定
し
て
実
施
し
た
。
第

一
次
西
区
の
南
に
第
二
次
北
区
が
接
続
す

る
位
置
関
係
に
あ
る
。
調
査
は
二
次
に
分
け
て
実
施
し
た
が
、　
一
連
の
遺
構
で

あ
り
、
以
下
、
木
簡
が
出
土
し
た
七
世
紀
か
ら
九
世
紀
の
遺
構
の
概
略
を

一
括

し
て
記
す
。
な
お
、
坂
田
寺

（金
剛
寺
）
跡
の
こ
れ
ま
で
の
調
査
の
概
要
に
つ

ぃ
て
は
、
５７

・
５８
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

七
世
紀
前
半
か
ら
中
頃
。
第

一
次
東
区
で
池
Ｓ
Ｇ

一
〇
〇
を
検
出
し
た
。
深

さ
は

一
ｍ
以
上
、
東
岸
に
高
さ
約

一
ｍ
の
護
岸
石
が
積
ま
れ
て
い
た
。
池
の
堆

積
土
か
ら
、
坂
田
寺
創
建
期
の
瓦
、
七
世
紀
中
頃
の
土
器
な
ど
が
出
土
し
た
。

七
世
紀
の
伽
藍
は
遺
構
と
し
て
は
未
確
認
で
あ
る
が
、
Ｓ
Ｇ

一
〇
〇
か
ら
の
出

土
遺
物
は
創
建
期
の
坂
田
寺
に
由
来
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
土
器
に
は

「金
」
「卍
」
と
墨
書
す
る
も
の
、
「太
」
と
漆
書
す
る
も
の
、
「知
」
と
線
刻

す
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。
「知
」
は
知
識
の
略
、
「金
」
は
坂
田
寺
の
法
号
で
あ

る
金
剛
寺
の
略
と
み
ら
れ
る
。
金
剛
寺
と
い
う
法
号
が
創
建
に
近
い
時
期
か
ら

用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
で
あ
る
。



七
世
紀
後
半
。
溝

・
土
坑
な
ど
を
検
出
し
た
。
第

一
次
西
区
で
は
土
坑
Ｓ
Ｋ

Ｏ
八
〇
を
検
出
し
、
同
時
期
の
瓦

・
土
器
な
ど
が
出
土
し
た
。

人
世
紀
前
半
。
溝
、
掘
立
柱
塀

・
建
物
、
土
坑
、
石
敷
、
井
戸
な
ど
を
検
出

し
た
。
第

一
次
西
区
で
は
、
東
流
す
る
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
〇
五
〇
と
北
流
す
る
南
北

溝
Ｓ
Ｄ
〇
五

一
を
検
出
し
た
。
い
ず
れ
も
石
組
溝
で
、
Ｓ
Ｄ
〇
五

一
の
北
端
は

Ｓ
Ｄ
Ｏ
五
〇
へ
流
れ
こ
ん
で
Ｔ
字
形
を
呈
す
る
。
第
二
次
北
区
で
は
、
井
戸
Ｓ

Ｅ

一
一
〇
Ａ
を
検
出
し
た
。
Ｓ
Ｄ
〇
五

一
は
Ｓ
Ｅ

一
一
〇
Ａ
の
北
側
に
取
り
つ

き
、
井
戸
の
排
水
施
設
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
石
組
溝
と
そ
の
周

辺
か
ら
、
人
世
紀
前
半
の
瓦

。
土
器
な
ど
が
出
土
し
た
。
土
器
に
は

「知
識
」

「金
」
「南

『知
識
ヒ

と
墨
書
す
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。

人
世
紀
後
半
。
人
世
紀
前
半
の
遺
構
の
上
層
で
溝
や
石
敷
な
ど
を
検
出
し
た
。

九
世
紀
前
半
。
第
二
次
北
区
で
、
井
戸
Ｓ
Ｅ

一
一
〇
Ａ
に
重
複
す
る
井
戸
Ｓ

Ｅ

一
一
Ｏ
Ｂ
を
検
出
し
た
。
底
に
は
角
材
四
本
が
井
桁
に
組
ま
れ
、
四
隅
に
角

柱
が
立
つ
。
隅
柱
の
断
面
は

一
辺
約

一
七
卿
で
あ
る
。
隅
柱
に
は
縦
に
細
い
溝

が
施
さ
れ
、
こ
の
溝
に
側
板
が
落
と
し
込
ま
れ
て
い
た
。
側
板
は
底
か
ら
五
段

分
が
原
位
置
に
遺
存
し
て
お
り
、
地
下
部
分
の
部
材
は
完
全
に
残

っ
て
い
た
。

側
板
は
各
々
長
さ
約
二
二
五
伽
、
幅
約
二
五
銅
、
厚
さ
約
六
釦
の
板
材
で
あ
る
。

ま
た
、
井
戸
が
地
上
に
露
出
す
る
部
分
で
井
桁
に
組
ま
れ
て
い
た
側
板
が
、
井

戸
内
に
投
棄
さ
れ
た
状
態
で
三
枚
見
つ
か
っ
た
。
井
戸
掘
形
と
側
板
の
間
に
は

石
や
瓦
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
た
。
当
初
掘
立
柱
の
井
戸
屋
形
が
設
け
ら
れ
て
い

た
が
、
後
に
礎
石
建
ち
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
も
判
明
し
た
。
Ｓ
Ｅ

一
一
Ｏ
Ｂ
か

ら
は
神
功
開
宝
二
点
、
九
世
紀
前
半
の
土
器
な
ど
が
出
土
し
た
。
土
器
に
は

「坂
田
寺
」
「金
」
「
上
』
南
客
」
「厨
」
と
墨
書
す
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。

な
お
、
人
世
紀
以
降
に
造
ら
れ
た
井
戸

・
溝
な
ど
の
一
連
の
遺
構
は
、
数
回

の
改
作
を
経
て
は
い
る
が
、
調
査
地
南
側
に
位
置
す
る
当
該
時
期
の
伽
藍
と
方

位
を
ほ
ぼ
同
じ
く
し
て
お
り
、
伽
藍
本
体
の
北
側
に
付
属
す
る
施
設
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
具
体
的
に
は
、
「厨
」
と
記
す
墨
書
土
器
の
存
在
な
ど
か
ら
、

寺
院
に
付
属
す
る
厨
を
想
定
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

木
簡
は
、
第

一
次
東
区
の
池
Ｓ
Ｇ

一
〇
〇
か
ら
三
点
、
第

一
次
西
区
の
土
坑

Ｓ
Ｋ
Ｏ
入
○
か
ら

一
点
、
石
組
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ
五

一
か
ら
三
点
、
第
二
次
北
区
の
井

戸
Ｓ
Ｅ

一
一
〇
Ｂ
か
ら

一
点
が
出
土
し
た
。
な
お
、
Ｓ
Ｅ

一
一
Ｏ
Ｂ
の
井
戸
枠

に
は
番
付
墨
書
及
び
人
名
と
み
ら
れ
る
刻
書
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
再

調
査
中
で
あ
り
、
詳
細
の
報
告
は
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
両

調
査
で
出
土
し
た
七
〇
点
以
上
の
墨
書

・
漆
書

・
線
刻
土
器
に
つ
い
て
は
、
岩

本
正
三

・
西
口
壽
生
両
氏
の
論
考

「飛
鳥

・
藤
原
地
域
の
出
土
遺
物
」
翁
考
古

学
雑
誌
』
六
三
十

一
、　
一
九
七
七
年
）
を
参
イ照
さ
れ
た
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
第

一
次
調
査

池
Ｓ
Ｇ
一
〇
〇

⑪

　

「
＜
十
斤
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の実
淫
益

ｏ駕
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土
坑
Ｓ
Ｋ
〇
八
〇

「賀
年
□

「日

□

石
組
溝
Ｓ
Ｄ
〇
五

一

［
渫
力
〕

・
□
升□
□

・

日
□

〔〓
一カ
〕

・
　

　

□
□
　
□

口

。
　

□

卜
ｏ
×

Ｐ
ｏ
×

ヽ

　

ｏ
∞
Ю

卜
岸
×

］
ｏ
×

卜

　

ｏ
∞
Ю

ぐ

じ

×

含

９

×
∞
　
ｏ
盟

令

じ

×

ｏ

ｅ

×

卜
　

ｏ
∞
Ｐ

（
馬

じ

×

含

じ

×
伽
　
ｏ
解

①
ｌ
①
は
い
ず
れ
も
小
振
り
の
完
形
付
札
で
、
重
量
の
み
を
記
す
。
物
品
の

整
理
用
付
札
の
類
で
あ
ろ
う
。
い
は
下
端
折
損
、
左
右
側
面
は
割
れ
。
裏
面
の

墨
書
は
判
読
困
難
。
重
ね
書
き
、
も
し
く
は
絵
画
か
。
働
０
は
い
ず
れ
も
上
下

端
折
損
、
左
右
側
面
割
れ
。

「
＜
十
斤
」

「
＜
十
斤
」

― (5)

― (1)

― (3)― (2)
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一
一　
第
二
次
調
査

□
　
□

　
□

□

□

□
　
□

ｏ
卜Ｘ
ｇ
ｏＸ
∞
ｏ解

①
は
、
横
材
の
帳
簿
木
簡
。
上
下
端
折
損
、
左
右
側
面
割
れ
。
表
面
は
少
な

く
と
も
二
段
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
下
段
の
一
文
字
目
と
み
ら
れ
る
別
筆
の
部

分
は
や
や
小
振
り
の
文
字
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『飛
鳥

・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』
三
、
五

（
一

九
七
三
年
、　
一
九
七
五
年
）

同

『飛
鳥

・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
槻
報
』

一
、　
一
七

（
一
九
±
二
年
、

二
Ｏ
Ｑ
二
年
）

木
簡
学
会
編

『日
本
古
代
木
簡
選
』
盆

九
九
〇
年
）

（竹
内
　
一元
）

直
木
孝
次
郎
・
鈴
木
重
治
編

『世
界
遺
産
平
城
宮
跡
を
考
え
る

―
考
古
学
・
歴
史
学
・
地
質
学
・
環
境
論
・
交
通
論
か
ら
１
』

現
在
、
木
簡
学
会
な
ど
二
四
の
学
会

・
団
体
で
構
成
し
活
動
を
続
け
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「世
界
遺
産
平
城
宮
跡
を
考
え
る
」
実
行
委
員
会
が
、
二

〇
〇

一
年

一
一
月
に
開
催
し
た
第

一
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
。
内
容
は

左
記
の
通
り
。

平
城
宮
地
下
高
速
道
路
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
―
開
会
に
あ
た
っ
て
―

（甘
粕
健
）
、
古
代
史
研
究
と
平
城
木
簡

（佐
藤
宗
諄
）
、
聖
武
天
皇
と
四

都

（小
笠
原
好
彦
）
、
平
城
宮
跡
と
ユ
ネ
ス
コ
・
世
界
遺
産
条
約

（野
口

英
雄
）
、
世
界
遺
産
古
都
奈
良
の
文
化
財
を
大
気
汚
染
か
ら
ま
も
る

（西

山
要

一
）
、
奈
良
市
内
の
ド
真
ん
中
に
超
高
速
道
路
が
必
要
か

（小
井
修

し
、
平
城
宮
と
木
簡

（寺
崎
保
広
）
、
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ヨ
ン

「世

界
遺
産

。
平
城
宮
跡
の
録
全
と
活
用
を
め
ぐ
っ
て
」

実
行
委
員
会
の
構
成
団
体
の
一
つ
で
も
あ
る
平
城
京
を
守
る
会
が
二
〇

〇

一
年

一
〇
月
に
行
な
っ
た

「守
ろ
う
世
界
遺
産

・
平
城
宮
跡
の
集
い
」

の
記
録
、
及
び
今
回
の
平
城
宮
跡
保
存
に
向
け
て
の
活
動
の
記
録

（各
学

会

・
団
体
の
要
望
書

・
声
明
な
ど
、
及
び
年
表
）
を
併
載
。

四
六
版
並
製
　
一三
ハ
八
買
　
カ
ラ
ー
図
版
四
頁
　
図
表
写
真

。
一
〇
五
点

本
体
価
格
二
五
〇
〇
円
十
税
　
一
一〇
〇
二
年
七
月
　
伽
ケ
イ

・
ア
イ

・

メ
デ
ィ
ア
刊

〒
三
四
四
十
Ｏ
〇
六
七
　
埼
玉
県
春
日
部
市
中
央
四
十
九
十
三
人

電
話
〇
四
人
十
七
六
〇
十

一
人
〇
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
四
人
十
七
六
〇
―
上
八
〇
九

□

□ □

HI
『□

呂薄
〔導耐〕

嘉
<』

"□〔ゝ 焼]
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